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The populations ofSoutheastAsian cities
havegrown dramaticallysincethe turnofthe
century,mainlyduetothein80wofmigrants
from thecountryside. Despite thenumerical
importanceofmlgrantSin thepopulationsof
SoutheastAsian cities,little isknown about
howtheyliveinthenewenvironmellt.Asa
consplCuOuSexample ofrural-urban mlgrantS

は じ め に

第三世界に属する他の国々におけると同 じ

ように,今世紀東南アジアの諸都市にみられ

る特徴のひとつ は, その急速 な都市化 にあ

る｡た とえば,手元にデータのあるフィ リピ

ン,タイ,マ レーシア,インドネシア,ビル

マという五つの国をみても,1950年か ら1970

年にかけて,人口10万以上の都市に住む人 々

の数は約 3倍に増加 している (表 1)｡

東南アジア諸都市のもうひとつの特徴 とし

て,単一都市の肥大化現象 (いわ ゆ る pri一

matecity現象) がしば しば指摘されるが,

都市化の波 も各国の首都においてもっとも激

*京都大学東南アジア研究センター;TheCenter
forSoutheastAsianStudies,KyotoUniver-
sity

in Indonesia,thispaper examinesthe lives
of Minangkabau migrants in Jakarta:their
mlgration patterns,associationalactivities,and
relationshipwiththeirnativevillage.Itispro-
posedthatmoreseriousattentionbepaidtothe
studyofmigrantsintileSoutheastAsiancity
andhowtheymediatetherelationshipbetween
cityandvillage.

表 1 東南アジア諸国の都市人口の推移
(in 1,000)

Source:ESCAP[1978:91].

しい｡ 植民地権力に支配されたことがな く,

従 って都市の発展過程において植民地権力の

規制を受けなかったタイのバ ンコクは別に し

ても,東南アジアの多 くの首都は,前世紀末

･今世紀初頭以来未曾有の人口膨脹を経験 し

た｡ ジャカルタにいたって は,前 世 紀 末 以

降40倍以上にも人口がふ くれ あ が って い る
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表2 東南アジアにおける首都人口の推移

Greater
Jakarta

Metropolitan
Manila

Bangkok-
ThonBuri

110,669 786,800 2,906,532 4,546,492
(1893) (1930) (1961) (1971)

256,729 903,313 2,426,488 3,952,615
(1903) (1939) (1960) (1970)

628,675 1,178,881 2,136,435 3,077,361
(1904) (1947) (1960) (1970)

KualaLumpur 18,000 175,000 316,200 451,728
(1891) (1947) (1957) (1970)

Sources:Castles[1967:157,166,172],Indonesia,Biro

PusatStatistik [1974:98],ESCAP [1978:
86],坪内,石井 [1982:310,n.5],Thailand,
National Statistical0品ce [ca.1972:42],

ESCAP[1976:16コ,McGee [1975:146],Fell
[1960:8],東南アジア調査会 [1972:6-50].

(表 2)｡1)

急激な都市

人 口 の 増 大

は,都市人 口

の自然増加に

よるものでは

な く,す ぐれ

て農村か ら都

市-の人 口流

蓑 3 東南アジア首都人口

中の移住民の比率

1960 】1970

Greater
Jakarta

Cityof
Manila

Bangkok-
ThonBuri

人によって引 sources:Mertens[1976:87],
き 起 こ さ れ ESCAP [1978:46-

た｡表 3の示 47],ESCAP [1976:
16-17].

すように,東

南アジアの大都市においては,人 口の30%前

後あるいはそれ以上が,地方か らの移住民に

よって占められることも珍 し くな い｡2)へ -

レン [Heeren 1955:115]が1954年に行 な

ったジャカルタでの調査によれば,サ ンプル

1)表2のうち,左の2欄の数字は都市境界線の変
更や数字の信悪性の問題もあると思われるが,

この表から全体としての傾向は明らかである｡

カッコ内の数字は年号を示す｡

2)表3の数字は,外国生まれの首都人口を除外し

て計算した｡外国生まれの多くは外国人と想定
される｡

48

として抽出された10,572人の首

都在住世帯主のうち,実に75%

がジャカルタ以外の土地に生ま

れた人 々であった｡3)この数 字

は極端なケースであるか もしれ

ない｡ しか し,東南アジア大都

市人口の少なか らぬ部分が,地

方生まれの移住民か ら構成され

ていることは確かで,都市で生

まれた彼 らの子供や孫 も含める

と,都市を ｢ふるさと｣ としな

い人 々の数はさらに増大するで

あろう｡ これ もジャカルタの例

であるが,1961年のセ ンサスに

よると,地方生まれの者は当時

のジャカルタ人 口の50%を構成 していた｡ し

か し,キャッスルズの推計によると,当時の

ジャカルタ人 口の77%は広い意味での移住民

で, ジャカルタを ｢ふるさと｣ とす るバ ク

ビア族は, わずか23%にす ぎな い [Castles

1967:185]｡また,1971年セ ンサスを もとに

した計算によって も,ジャカルタ人口の 3人

にふたりは,移住民ない しその子供であろう

と推計されている [Speare 1975:68]｡

東南アジア都市人 口の出生地に関するこの

ような事実は,ややもすると ｢人 口移動 と急

速な都市化｣ というレッテルのもとにおいて

のみ認識され,それ以上の追究がなされるこ

とは少ない｡ しか しなが ら東南 ア ジアの都

市,なかんず く大都市において,移住民が高

い人 口比を占め る以上,｢都市の移住民｣そ

れ自体の研究は,東南アジア都市の諸様相を

3)華人はこの計算から除外した｡独立宣言 (1945
年)以前においては,ジャカルタ人口は50万人か
ら60万人台であったが,これは対オランダ独立
戦争終結を間近に控えた1948年から急上昇し,
1954年には182万人にまでふくれあがっている
[KantorSensusdanStatistikD.K.Ⅰ.Jakarta
1980:17]｡--レンの調査結果は, このよう
な急激な人口増加を考えずしては理解できな
い｡



加藤 :都 市 と 移 住 民

語 る上において必要不可欠な ものであろう｡

それ も,都市移住民の平均年齢,教育程度,

職業,性別に関す る人 口学的研究や,都市移

住民研究即スラム研究 といったアプローチだ

けではな く,移住民の生活様式,行動様式に

迫 る研究が必要 とされ る｡

本稿では,都市への地理的移動志向の高い

インドネシアの ミナンカバ ウ族 の事例を検討

す ることにより,親族結合や同郷結合が都市

移住民の生活に果たす役割を考えてみたい｡

より具体的には,私が1980年 9月か ら1981年

12月まで滞在 したジャカルタのケースを例に

とって検討す ることとす る｡

Ⅰ ミナンカバウのジャカルタ進出

現存す る世界最大の母系制社会を形成す る

ミナ ンカバ ウは,現在の西スマ トラ州を故地

とし,イン ドネシアの他地域にも広 く移 り住

んでいる (図 1参照)｡ 西スマ トラ州 自体 に

300万人,その他 のインドネシア諸地域に130

万人在住すると推定 され る (1980年現在)｡ミ

ナ ンカバ ウは イン ドネシア諸種族の中で も強

固な イス ラム教徒 として知 られ,母系制 とな

図 1 西 ス マ ト ラ 州

らんで ム ラ ンタ ウ (merantau)慣行 によっ

て も有名である｡ ムランクウとは地理的移動

(migration)の ことで,広義には知識 ･富 ･

名声を求めての出村を意味す る｡

ムランタウは,近年の都市化の進展に伴 っ

て生まれた新 しい慣行ではない(,古の ミナ ン

カバ ウ移住者 ･開拓者に関す る地方伝説は,

スマ トラのいたるところに存在 し,この慣習

の音 さを物語 っている｡4)スマ トラば か りで

な く,西マ レ- シアのヌブ リ･ス ン ピ ラ ン

(NegriSembilan) も, 15,6世 紀 に始 ま

る ミナンカバ ウの移住によ って 開拓 され た

[JosselindeJong 1952:9,121] ｡5)

19世紀以前のムランクウが,主 として新天

地-の開拓移住であったのに対 して,西スマ

トラにオランダ植民地支配が確立 された19世

紀半ば以降は,ムランタウも出稼 ぎの形を と

るようにな ったっ貨幣経済の浸透によって,

農民 としてではな く,商人,教師,中 ･下級

官吏 としてのムランタウが可能にな ったか ら

である ｡ ジャカルタ (当時のバタビア)を 目

指 しての移動が, ミナンカバ ウにとって社会

的に意味を もって くるようになるの も,この

時代以後のことである｡〕

ミナンカバ ウは,移 り住んだ先で商人 とな

ることで有名であるが,最初にジャカルタ-

渡 った人 々は,恐 らく商人ではな く,オランダ

宗吾による高等教育の機会を求めた知識人であ

4) これ らの伝説 について は,Szekeleyユulofs
l1954:7-8],Neumannl1972:53],Effendy
and Effendylca.1972:15-16],Schnitger
[1939:39,41],Jaspan[1964:25],Funke
[1972:36]を参照｡

5)なぜミナンカバウが,強いムランクウ志向を有
しているのかを,ここで詳しく論じることはで

きない｡農地 ･家屋敷は女性のものであるた
め,男は土地に縛りつけられないこと,母系制

親族ネットワークは,ムランクウ活動を促進す
る上で役に立ちうることなど,母系制自体がム

ランクウ志向と深い係わりをもっている｡より

詳しくは,Kato[1982:116]を参照｡
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ろう｡ たとえば,1851年に STOVIA(School

totOpleidingvan lndischeArtsen- 磨

住民医師養成学校)がジャカルタに開校 した

が,早 くもその 5年後の1856年には,ふた り

の生徒が西スマ トラか ら入学 している｡ この

数は年を追 ってふえ,1900年か ら1914年の間

の同校在学生200人のうち,36人が ミナンカバ

ウ出身者であった [Graves 1981:123]｡

ミナンカバ ウ商人のジャカルタ進出が,い

つ ごろか ら始 ま るものなのか は確定 しがた

い｡ シルンカ ン (Silungkang)およびス リッ

ト･アイル (SulitAir)という,昔か ら出稼

ぎ商人が輩出することで有名な西スマ トラの

ふたつの村を例にとると,1912年までにはシ

ルンカン商 人 の ジ ャカ ル タ進 出 が み られ

[Marzali 1973:101],また1920年以前に,

ス リット･アイル商人がジャカルタで活躍 し

ていた こ とが知 られ る [PusatOrganisasi

WarganegeriSulitAirca.1957:12]｡1892

年に,義気船によるパダ ン(西スマ トラ州都)

とジャカルタ間の定期航路が開設されてお り

[Travellers'0品cialInformationBureauof

NetherlandsIndia N.d∴ 27,31],これ以

降知識人だけでな く,商人たちのジャカルタ

進出意欲 も促進 されたのであろう｡

いずれに して も,オランダ時代にジャカル

タへ移動 した人 は, ミナンカバ ウの中で も少

数派であった｡1930年のセ ンサスによると,

409,655人 の在 ジャカルタ原住民 (ヨーロッ

パ人,華人 らは除 く)のうち,3,186人が ミナ

ンカバ ウである [Castles 1967:166] ｡ これ

は,当時酉スマ トラ州外に住み着いていた約

99,000人の ミナンカバウ人 口のうち,3.2%を

占めるにすぎない [Kato 1982:127-128] ｡

ミナンカバウ出身 の著 名な イス ラーム指導

者,故 - ムカの 自叙伝 によって も [Hamka

1966:42], ミナンカバウにとって ｢ジャワ

は,まだまだ遠 くの地であった｣のである｡

インドネシア独立後のセ ンサスは,政治的
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理由によって種族別の人 口数 を数 え て い な

い｡ しか しなが ら,出生地別のジャカルタ人

口の統計によると, ミナンカバウの故地であ

る西スマ トラ州生まれのジ ャカ ル タ居 住 者

は,1961年 に は43,136人 [Castles 1967:

172],1971年には80,612人いたと記録されて

いる [Indonesia,BiroPusatStatistik1974:

97] ｡6) ジャカルタで生まれた ミナ ンカバ ウ

や, 西スマ トラ州 外で生まれ や がて ジャカ

ルタに移 り住んだ ミナンカバウの存在 も考え

ると,在 ジャカルタ ･ミナンカバ ウ人 口は,

上記の数字をはるかに上まわるはずである｡

キャッスルズは,1930年 と1961年のセ ンサス

を もとに して,1961年のジャカルタ在住 ミナ

ンカバウ人 口を,約60,100人 と推定 している

[Castles1967:185] ｡ またナイムは,ジャカ

ルタ ･ミナンカバ ウ社会の指導者たちとのイ

ンタヴューを もとに して,1970年代初頭のジ

ャカルタ在住 ミナンカバウ人 口を,約50万人

と推計 した [Naim 1979:116] ｡ これは当時

のジャカルタ人 口の10%にあたる｡ ナイムの

推計値 は過大であると思われるが,独立後,

特に1961年以降, ミナンカバ ウの ジ ャカル

タ進出が飛躍的に増大 し,いまではジャカル

タが ミナンカバウの地理的移動の最重要 目的

地 とな っていることは間違 いない [Murad

1980:52-53] ｡ 私が1972年か ら1973年にかけ

て行なった西スマ トラの四つの村の調査にお

いて も, この傾 向 はは っきりあ らわれてお

り,1961年か ら1971年の問に調査村をあとに

した人 々のうち,34%はジャカルタを 目指 し

た人 々であった [Kato 1982:145-146]｡

ジャカルタ-移動する人の増大とともに,

次のような変化 もみられた｡ まず,オランダ

時代 とくらべて,西スマ トラの村をあとにす

6)1930年センサスによると,西スマトラ州人口の
91%がミナンカバウであり,1961年および1971
年センサスにおける ｢西スマトラ生まれ｣のほ
とんど総てが,種族的にもミナンカバウであっ
たと思われる｡
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る人の数が急上昇 した｡さらに,独立後の移

動の波は主 として都市に向けられ,中で もジ

ャカルタ,バ ンドゥン,パカンパ ル,メダ ン,

パ レンバ ンの五つの大都市に集中 している｡

もうひとつの変化は,いわゆる出稼 ぎか ら

移住-の移行である｡ オランダ 時 代 の移 動

は,男子単身による主に行商を中心 とする中

･近距離出稼 ぎであり,年に 1,2度,特に

米の収穫期や レバ ラン (Lebaran- 断食明

けの聖祭)には,一時帰郷するのが常であっ

た｡ しか し,独立後は,長期定着を 目的 とす

る遠距離都市-の核家族 ぐるみの移住が一般

的とな っている｡ ミナンカバウのいう,中国

風ムランタウ (merantauCino)である｡7)大

消費人口をかかえる都市の出現により,行商

に しろ露天商に しろ,定着的な商いが可能に

な り,ひいては核家族による移住が可能 とな

った ⊂1

上の諸変化は,特に1958年 の PRRI(Pe一

merintahRevolusionerRepublikIndonesia

- インドネシア共和国革命政府)事件後に

顕著である｡PRRI事件は,西スマ トラを中

心に起 こった反乱で,反 ジャワ ･反スカルノ

･反共産主義を標傍 した｡反乱は即座に鋲圧

されたが,一部のゲ リラ活動は1961年まで続

いた｡反居L後の西スマ トラは,ジャワ人を主

力とす る中央政府軍の制圧下に置かれた｡)西

スマ トラに住んでいること自体が, ミナ ンカ

バウには重苦 しく感 じられる時代であり,皮

乱軍に共鳴,加担 した者にとっては,身の安

全に不安を感 じる時代で もあった｡こうした

事情ゆえに,当時多 くの ミナンカバウが,就

業機会 も多 く匿名性の高い大都市を 目指 し,

家族,親族を頼 って西スマ トラをあとに した

といわれている｡8)ある調査によると,1958年

7)華僑のように,帰郷 ･望郷の念が強いにもかか
わらず,めったに村に帰らないムランタウ形態
を指す｡

8)HHarun Zain:Fondasi, Menjelang lsi,"
Tempo,8October1977,p.19を参照｡

か ら1971年の問に,推定54,000か ら60,000人

の ミナンカバウが,西スマ トラか らジャカル

タに渡 った [Fritz ca.1972:75]｡

Ⅱ 同 郷 会

ミナンカバ ウが村をあとにする場合,孤立

した個 として都市-の移動を経験するので も

なければ,｢都市移住民｣といった,統計的範

暗に くくられる集合体 として,この移動を経

験するので もない｡ 都市-の移動,そ して都

市生活-の参入は,村での社 会 的 ネ ッ トワ

ークの延長線上に存在す る,私 的 か つ親 密

(intimate)な脈絡の中で起 こる｡ 彼 らはあて

もな く村を出るわ けで はな く,通常,親類,

同村出身者を頼 って都市へ と出かけてい く｡

自ら頼 ってい く場合 もあれば,出てきた らど

うかと誘われてい く場合 もある｡最初は,冒

的地にすでに定着 している縁者の家に居候を

し (menumpang), しば しば居候先 の主 人

に生計の道を教示 して もらう｡経済的にある

程度 自立できるようになると,居候先の近 く

に別個の住居を定める｡

このように して広いジャカルタ市内にも,

酉スマ トラの出身村別に居住地区がかたまっ

て い る例 が多 い｡9) また同 じ村 の出身者 で

も,移住先の都市 ごとに主要生業が異なるこ

とさえある｡ たとえば,前述のス リット･ア

イル村出身者のうち,ジャカルタ在住者は文

房具や書籍の商いを している者が多いが,メ

ダンでは菓子の製造 と行商が中心である｡こ

れは,ス リット･アイル出身の先駆者が,そ

れぞれの土地でなにを生業 としたかの違いに

よる｡ これなどは,血縁や地縁が,ムランク

ウ (地理的移動)慣行の中でどのような機能

9)ジャカルタ市の五つの行政地区のうち,一般に
ミナンカバウは,市場などが集中している中央
ジャカルタ (JakartaPusat)と南ジャカルタ
(JakartaSelatan)のいずれかに,仕事と生活
U)場をもっている｡
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を果た しているかの良い例証であろう｡10)

西スマ トラでは,古 くか ら同一村内で結婚

す ることが一般的であり,何世代かの間には,

同一村出身者の問に姻戚関係が重層的に広が

っている｡ 従 って,上記のような親類縁者を

頼 ってのムランクウ形態は,人数その他の条

件が満たされれば,ムランクウ目的地におい

て, 出身村単位の同郷 会 (ikatankeluarga

または persatuankeluarga)が形 成 され る

可能性を常に内包 している｡ そ して,移住民

としてジャカルタその他の都市に住む ミナン

カバウにとって,同郷会 こそが,フォーマル

な組織 としてはもっとも身近で重要な もので

ある｡

同郷会の組織化は,オランダ時代はあまり

活発ではなか った ｡ 村をあとにする人の数 も

比較的少な く,また彼 らの多 くは週市,地方

中小都市間を渡 り歩 く行商人であったため,

同郷会的組織をつ くることが困難であった ｡

村をあとにする人の出稼 ぎ志向 も,同郷会の

形成を鈍化 させ る要因であった ｡ 村を出る人

はおおむね単身の男子で,半年, 1年,ある

いは少な くとも2年に 1度 は一時帰郷をする

のが習いであり,移動先に住み着 くことを 目

的 とは していなか った｡村に留まる人,村を

あとにする人の両者にとって,村 こそが自己

の社会的存在の中心であった といえる｡

独立後にみる,男子単身出稼 ぎか ら核家族

移住-の志向転換,そ して移住者の増加 と少

数大都市-の集中という変化は,オランダ時

代 とは比較にな らないほど同郷会の組織化を

促進 した｡移住者 とその家族の生活舞台が村

か ら都市に移 ったということは,経済的側面

ばか りでな く,結婚式,葬式の遂行 といった

慣習法の領域において も,互助活動の必要性

10)親族や同村の繋がりを通して生業への手ほどき
を受けるにもかかわらず, こうした繋がりをも

とに共同事業を始めることは, ミナンカバウの
間では皆無といってよい｡
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が増大 したことを意味 している｡こうした機

能を担 った ものが,同郷会にはかな らない｡

同郷会の組織化を促 した もうひとつの要因

として,先の PRRI事件があげ られる｡ 反

乱の挫折による屈辱感,そ してその後の社会

的 ･政治的辛苦 という共通体験を通 して, ミ

ナンカバウ移住者の間で親族 ･同村出身者間

の結束がかたまっていった｡ たとえば,反乱

の結果,ジャカルタと西スマ トラ間の連絡が

跡絶え,当時ジャカルタで勉強 していた ミナ

ンカバウの学生は,親か らの仕送 りがス トノ

ブするという事態に遭遇 した ｡ こうした困難

も,同郷者が互助団体を組織 して解決 したと

いう｡現在 ジャカルタにい くつの ミナンカバ

ウ同郷会があるのか定かではないが,その大

部分が,PRRI事件 (1958-1961年) 以降に

設立 された ものといってよい｡

通常同一村か らの移住者が多い場合には,

村単位の同郷会を形成する｡ 人数的にこれが

不可能である場合には,西スマ トラ内の同一

那 (kecamatan), あるい は同一 県 (kabu-

paten)の出身者同士で同郷会 を形成 する｡

地方小都市などで,西スマ トラ出身者が少な

く,県単位の同郷会の設立 さえ不可能な場合

には,全 ミナンカバ ウ出身者のための同郷会

がつ くられた りもす る｡このように,同郷会

結合の基底には,単に同郷意識や重層的姻戚

関係だけでな く, ミナンカバ ウの種族意識 も

強 く働いている｡11)

現在 ジャカルタには,在 ジャカルタ ･ミナ

ンカバウ社会全体 を代表す る機 関 と して,

ll)たとえば,あとに述べるスリット･アイル村同

郷会の規約は,その序文において次のように張
っている- -｢われわれは以下のことを十全に

自覚するものである｡ 即ち,スリット･アイル
人は, ミナンカバウ社会の一員としてミナンカ

バウの慣習法や風俗習慣を心から尊重し,かつ
またイスラーム教を篤く信仰するものである｣

[PanitiaMusyawarahBesarKeluargaSulit
AirSepakatKeVI1 1981:12]｡
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BKKKAM (Badan KoordinasiKesenian

KebudayaanAlam Minangkabau一一 ｢ミナ

ンカバ ウ世界｣芸術 ･文化連絡協議会) と,

在 ジャカルタ ･西スマ トラ州連絡事務所があ

る｡12)前者 は, ジャカルタ在住 ミナ ンカバ ウ

有力者な らびに知名人が組織 した団体で,毎

年断食明けにスナヤ ン公会堂で行われ る ミナ

ンカバウ全体のための レバ ラン祭 は, この組

織の企画によるO 後者 は,イン ドネシア各州

が中央政府 との連絡円滑化のために設 けてい

る機関のひとつ で,公 式任 務 はあ くまで も

中央政府 との事務連 絡 に あ る｡ しか しなが

ら,在 ジャカルタ ･ミナンカバ ウ学生の任意

団体である KMM (Kumpulan Mahasiswa

Minangkabau- ミナ ンカバ ウ学 生 協 会)

が,この連絡事務所に本部を間借 り している

こと,また在 ジャカルタ ･ミナ ンカバ ウは,

この事務所を ジャカルタにおける自分たちの

利益を保護すべ き ｢ミナ ンカバ ウ大使館｣ と

もみな していることか らもわか るように,酉

スマ トラ州連絡事務所 も,ジャカルタの ミナ

ンカバ ウ社会 と密接な関係を保 っている｡

上の組織のほかに も, ミナ ンカバ ウの伝統

的踊 りや音楽を漬ず るための組織 , ミナ ンカ

バ ウ出身の高級官僚 ･知識人の夫人たちの集

い,スポーツ ･クラブ, ミナ ンカバ ウ ･アナ

ウンサー協会など,種族意識に根 ざ した組織

が数 々ある｡13)しか し,なん とい って も,ジャ

12)後者の正式名称は,KantorPromosiPemban-
gunanDaerailTingkatISumateraBarat(西

スマ トラ州地域開発推進事務所)である｡1977
年以前は,KantorPerwakilanDaeraIITingkat
ISumateraBarat(西スマトラ州代表部事務

所)と呼ばれた｡名称変更は,内務省の指示に

よる｡

13)これらの組織の例としては,次のようなものが

ある｡KesenianMinangRantakKudo(｢ラ

ンタック･クド｣ ミナン芸能グループ)は,チ

レビ,ホテル, ミナンカバ ウ族の結婚式など

で, ミナンカバウの伝統的踊りや音楽を演 じ

る｡YayasanBundar母協会)は,アダム ･マ

リク副大統領夫人(1981年当時)の主宰する集ま

カ ルタ在住 ミナ ンカバ ウの 日常生活に もっと

も関係が深 く,また結束力のかたい組織 は,

出身村 ごとの同郷会であるし〕

Ⅱ ス リッ ト･アイル村同郷会

同郷会の具体的な活動について,私が ジャ

カルタで しば らく行 き来のあった,ス リッ ト

･アイル村同郷会の例を引 い て 考 え て み よ

う ｡14)

ス リッ ト･アイルは, ミナ ンカバ ウ文化の

中心地である西スマ トラ内陸高地に位置す る

(図 1参照)｡田畑,居住地,森林をあわせた

この村の面積 は2,710-クター ルであ るが,

ス リット (困難)･アイル (水)という村の名

前が示すように,水 田耕作が一般的な西スマ

トラ内陸部の中では,水 田面積の拡張が難 し

い 土地柄である｡そのためか どうか,昔か ら

生活のために村を出る人が多いことで有名で

あり,また同郷会活動が盛んな ことで も知 ら

れている｡

1980年のセ ンサスによ る と,村 内 人 口 は

ll,141人で ある｡1961年 の人 口数 が10,849

人,1971年 が11,642人であるか ら,この20年

間にはわずかの人 口増があった とはいうもの

の, この10年間だけを とると,村外への過度

の人 口流出によって,村人 口は減少 した こと

にな る｡村内人 口の 3倍近 くの人が,現在村

りで,主として ミナンカバウ･エリート階層の
夫人たちがメンバーとなっている｡Gumarang

(ミナンカバウの口承物語 CinduaMatoに出
てくる馬の名前)は,ジャカルタのサッカー･
リーグに加盟 しているミナンカバウ･チームで

ある｡TuahSekatoPenyiarMinangJakarta
(ジャカルタ ･ミナン･アナウンサー協会 ｢ト

ゥア ･スカ ト｣)は,ミナンカバウ語によるラジ

オ放送番組の関係者の集まりである｡ジャカル

タには,現在18のこうした放送番組がある｡

14)1980年12月から1981年8月まで, ジャカルタの

スリット･アイル村出身者と比較的親密な行き

来をすることができた｡
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の外に出て生活 しているといわれるが,この

話 もあながち誇張 とは思われない〔〕ジャカル

タのみに限 って も,推定8,000人のス リット

アイル出身者が生活 しているという (1981年

現在)0

ス リット･アイル村の同郷会は,ス リット

･アイル ･スパ カッ ト (SulitAirSepakat

- ス リット･アイル一致団結)と呼ばれ,
サ ス

略称 SAS という｡ 早 くも1918年に,西スマ

トラ州の州都パダ ンで結成 された｡その後い

ろいろな名称のもとに漸次 インドネシア各地

に同郷会がつ くられるようにな ったが,1970

年以降,村外在住者の協議の結果,SASをス

リット･アイル同郷会の正式名称 として採用

し,ジャカルタには各地支部を統轄するため

の中央執 行 部 (Dewan Pimpinan Pusat)

が設けられた｡中央執行部役員は, 2年に 1

度 村 で 開 かれ る SAS 総 会 (Musyawarah

BesarKeluargaSAS)において,全国 SAS

支部代表役員の合議によ って 改 選 され る｡

SAS の最盛時の1970年代半ばには, イ ン ド

ネシア全土の主だ った都市に59の SAS支 部

を数えた｡ その後,SAS 中央執行部を統 率

していた強力な指導者が引退 したため,活動

が低下 した｡1981年現在では,37の SAS支

部が存在する｡ パカンパル,パ レンバ ン,パ

ダ ンなどの支部は,集会のための家を所有 し

てお り,ジョクジャカルタ支 部 に いた って

は,ス リッ ト･アイル村出身者のための学生

寮をも有 している｡これ らの資産は,ほとん

ど総て篤志家の寄贈によるものである｡ ジャ

カルタ自体は広大であり,かつまた居住者 も

多いために,ジャカルタの居住地区別に10の

支部が存在するが,そのうちのひとつは集会

所を保有 している｡15'

同郷会の定期的活動 としては,もちまわ り

によって月に 1回,集会所ない し金持会員宅

で開かれるムンガジ (mengaji一一⊥ イス ラー

ムの説教会)がある｡ 夜 8時ごろか ら10時過
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ぎ,時には11時近 くまで開かれる会には,イ

スラームに造詣の深い講師 (同郷者でないこ

とが多い)を招 き,宗教について話を して も

らう｡コー ランの朗唱と祈 りのあと,最後に

軽食 と飲みものが供 される｡ 一度に集まる人

数は確定 しがたいが,私が何回か出席 した会

には,50人前後が参加 していた｡ 男女 はぼ同

数で,小学生 くらいの子供か ら年寄 りまでを

含む｡

ムンガジのあとに,信用組合 (koperasi)

活動が行われることもある｡ これは金持会員

の寄付金 と,信用組合員 (同郷会メンバーの

うちの希望者)の月会費を もとに して,商売

の資本などを低利で希望組合員に貸 しつける

制度である｡ 賃金の焦げつ きで組合 はよ く崩

壊す るが,にもかかわ らず盛んである｡

信用組合活動 とは別に,通常女性を中心 と

して定期的に開かれるものにア リサ ン (ari-

san)がある｡ ムンガジのあとに行 われ るこ

ともあれば,これとは別に開かれることもあ

る｡ア リサ ンは10人前後の女性を中心 として

行われる無尽講で,毎月なにが しかの金をプ

ール し, くじ引でプール した金を使 う順番を

決める｡ たとえば,10人がひとつのア リサ ン

のメンバーで, 1カ月の会費が5,000ル ピア

(1981年当時の公定 レー トで約2,000円)だ

とする｡毎月プールされる50,000ル ピアを使

う権利は,月 ごとの くじ引で決定 され る｡ 一

度 くじにあたると,翌月か らは くじ引には参

15)SASの会員資格についていえば,スリット･ア
イル人を親にもつ者は, 自動的に SASの会員
となる｡20年ほど前までは,両親ともスリット

･アイル出身者であることが必要とされたが,
現在では,片親のみがスリット･アイル人でも
SASの会員となれる｡会員証の発行や会員費

の徴収はない｡なお,SASのように,名称の
統一や中央執行部の設置といった同郷会組織の
全国的統制をはかっているケースは少ない｡し
かし,以下に述べる SASの活動は, ミナンカ
バウのどの同郷会も,程度の差はあれ,いずれ

も従事している活動である｡
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加 しない｡10カ月がすぎ,プールされた金を

使 う機会が全メンバーに一巡 した ところで,

同 じア リサ ン ･メンバーで継続するか,ある

いは新規のメンバーで新 しいア リサ ンを開始

す る｡

ア リサ ンは社交の場で もあり,メンバー宅

を もちまわ りで開かれる｡食事が供 され,同

村出身者についてのゴシップ,村についての

ゴシップの交換や,割安商品を もち寄 っての

掛売 りなども行われる｡なお,ア リサ ンはジ

ャカルタの女性の問で非常に盛んで,ス リッ

ト･アイルの女性の場合 も,特に経済的に余

裕のある人はひとりでい くつ ものア リサ ンに

加入 している｡16)

1年に 1度 と回数は少ないが,同郷会の定

期的活動 として重要な ものに,日本の正月に

も相当するレバ ランがある｡家族,親族,氏

族,同郷会 と,種 々の レベルにおいて,何回

にもわたってお祝いの会がもたれる｡】7)

SASの不定期な活動 としては,会 員 間 の

親睦を促進す るための雑誌の出版がある｡)雑

誌は,い くつかの SAS支部でいろいろな名

前のもとに出版 されているが,もっとも代表

的な ものは,SAS中央執行部出版の 『SAS

の声』(SuaraSAS)であるO月刊誌 という

たてまえであるが,現実には途切れ途切れに

しか出版 されていない｡SASは会員費とい

った経常収入を もたず,また雑誌の編集者 も

無料奉仕であるため,会員-無料配布 される

この雑誌を,定期的に出版することは容易で

ない｡

定期的ではないが恒常的な活動 として重要

なものに,結婚式,葬式,災難時 (家や店舗

16)アリサンが形成される基盤としては,兄弟姉妹,

親族,同村出身者のはかに,近所づきあい,職
場仲間,職場仲間の夫人たちなどがある｡

17)スリット･アイルには四つの母系氏族 (suku)

があり,その下には100以上の小氏族 (payung)
が存在する｡ジャカルタでの氏族のつ きあい
は,この′J＼氏族のレベルである｡

の焼失など)における互助活動がある｡経済

的支援であることもあれば,精神的支援,労

力による支援で あ る こ と もあ る｡ たとえば

1981年に,ス リット･アイル出身者の問で非

常に尊敬 されていた実業家がジャカルタで亡

くなった｡ この時にも,葬式 のため2,000人

近 くの同郷者がその 日のうちに集まった とい

われ,またその後供養のため 3日間続いた散

人宅でのムンガジも,毎晩盛会であった｡

SASのほかに,ス リット･アイルの組 織
イ ナ サ

として は IPPSA(IkatanPemudaPelajar

SulitAir- ス リット･ア イル盲 年 ･学 生

連合)があるし｡これは,青年男女 (中 ･高校

生か ら30歳前後まで)のための組織で,SAS

と行動をともに しなが らも自律性の高い組織

である｡SASと同 じように各地 に支部を も

ち,その活動はピクニ ックやスポーツ大会の

立案 ･実行,そ してムンガジ月例会の開催で

ある｡IPPSA も不定期ながら機関誌を 出版

している｡

SASや IPPSA といった同郷会の活動-

の参加は,常に重層的に考え られなければな

らない｡ SASや IPPSA はフォーマルな組

織であるが, そのインフォー マ ルな基 盤 と

して,在 ジャカルタの兄弟姉妹 ,近い親戚 と

の 日常的なつ きあいやア リサ ンがあり,出身

氏族 ごとのつ きあいや,ジャカルタで近隣に

住む SAS会員 との近所づ きあいがある｡フ

ォーマルな組織がインフォーマルなつ きあい

を招来するのではな く,成立過程 ･成立基盤

において,後者を前提 として前者が初めて成

り立つ｡いわばインフォーマルなっ きあいの

網の目の上に,SASや IPPSAがの っか っ

ている｡ たとえある家族や会員が,SASや

IPPSA の会合にめったに出席 しないと して

も,在 ジャカルタ ･ス リット･アイル社会,

そ してさらには出身村を も繋 ぐ情報網の中に

は,彼 らも例外な く組み込まれている｡

同郷者問の互助活動 と連帯感の強化,ある
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いはのちに述べ る出身村 との緊密化だけでは

な く,SASや IPPSAの隠れた機能のひと

つは, インフォーマルな婚 姻 規 制 に あ る｡

SAS会員の問では常に年 ごろの青年 男 女 に

対す る気配 りがあり,暗黙のうちにス リッ ト

･アイル出身者同士が結婚す るよう配慮がな

されている｡IPPSA が組織す るピクニ ック

やスポーツ大会 (通常サ ッカー,バ レー ･ボ

ール, ピンポ ン) も,ス リッ ト･アイル村出

身の青年男女がお互 いに出会 い,知 り合 う機

会を提供す ることに隠れた意義がある｡

現実に,ジャカルタ在住のス リット･アイ

ル出身者の間では,昔なが らの同村内姫の慣

習が大方の場合 いまだに守 られている｡ この

ことは重要である｡同郷会 というフォーマル

な組織の基礎 は,特定の政治的主義主張や経

済的利害関係ではな く,上に も述べた通 り,

親戚,兄弟間の 日常的なつ きあいである｡ 同

村内婚志向が順守 され,他村出身者,他種族

出身者 といった ｢異分子の聞入｣が少ないほ

ど,何重にも広が る姻戚関係を通 じて同郷会

活動-の参加が促進 され,またス リッ ト･ア

イル社会 としての移住者 に対す る規制力が働

くか らである｡18)

これまでの説明は,ジャカルタのス リッ ト

･アイル社会 内部 の活動 につ いて で あ った

が,ここで忘れてな らないものに出身村 との

関係がある｡村の外に出て働いている人たち

の,村の経済への貢 献度 は 目覚 しい｡少 な

くとも1年に 1度,ス リット･アイルの村長

はジャカルタを訪れるが,その 目的のひとつ

18)同村内婚の慣習は, ジャカルタのミナンカバウ

社会でもいまだに一般的なようである｡スリッ
ト･アイルは特にこの傾向が強 く,1981年に

SASのジャカルタ支部のひとつで行 なった私
の調査によると,同村内姫は93% (n-43)と

なっている｡1960年ごろまでは,村外出身者と
の結婚に対して,村八分といったフォーマルな

制裁がスリット･アイル人の間では加えられて
いた ｡
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は,SASの指導者に村の開発計画を説明 し資

金援助を要請す ることにある｡村の水道,モ

スク,学枚 といった公共施設のほとんどが,

SAS会員 の寄付金により建 設 ･運 営 され て

いる｡ 従 って村長の手腕のひとつは,SAS指

導者 といかに協調関係を保 っていけるかにあ

る｡SAS指導者が,村長選挙におけ る候 補

者の人選に介入することも,頻繁に起 こる｡

村外か らの,村に残 っている親類縁者への

送金 も盛んである｡ 送金 は,郵便為替 (為替

が多いため,西スマ トラには珍 しく,この村

には郵便局の分局がある)ない し一時帰郷者

へ仕送 りを委託す る形でなされる｡1981年に

私 がこの村を訪れた時,村役場の壁に村内就

業者の職業構成表が貼 られていたが,一番重

要な職業 カテゴ リーは,農業 (村内就業人 口

の13%)で も商業(同21%)で もな く,｢送金受

領｣ (同44%)であった /1980年の 1年間で,

5,144万ル ピア (当時の公定 レー トで約 U.S.

$83,640)の金が,郵便為替を通 じて村外か

らス リッ ト･アイルに流れている｡一時帰郷

者-託 した金を含めると,この倍近 くの額に

はなるであろうと村では聞かされた｡村外か

らの送金な くしては,ス リッ ト･アイル村の

生活水準 は著 しく低下す るであろう｡19)

村 との繋が りは,単に経済的側面のみに限

られない｡人の交 流 も盛 んである｡ SASと

IPPSAは, 2年に 1度 レバ ラン時に村 で そ

れぞれ総会を開 き,なるべ く多 くの人が帰郷

す るよう配慮 している｡た とえば IPPSAは,

｢ともに帰 ろ う｣(pulangbasamo) とい う

呼びかけのもとに,ジャカルタ,ス リッ ト･

アイル問のバスを数台チャーター し,会員の

総会出席の便宜をはかっている｡ これは単に

帰郷費用の節約のためだけでな く,ジャカル

タ生 まれの青年男女 も,友達 と連れ立 って気

19)都市からの送金は,スンダやジャワの農村の場

合も大きな意味をもっている [Hugo 1981:
264-285;Jellinek 1977:70]｡
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楽に自分のふ るさとをみることができるよう

にとの配慮か らである｡

SAS総会や IPPSA 総会の開催の有無に

かかわ らず, レバ ランの時期には一時帰郷者

が多い｡ そ して レバ ランとそ の後 約 2週 間

は,結婚式 ラッシュの時期でもある｡ 結婚式

は,一時帰郷 した若者 と村娘 との ｢見合い結

婚｣によるものが多い｡20)

レバ ラン以外の時期にも,ジャカルタその

他の都市か ら村に一時帰郷 す る者 が必 ず い

る｡逆に,村か らジャカルタ- ｢上京｣ して

くる年寄 り,オバ ･オジもいる｡ 手紙のや り

とりもある｡村で起 こった ｢事件｣は,1日,

2日のうちに,｢歩 くラジオ｣(radiodengkul

- ゴシップ好 きの女性)を通 じて,ジャカ

ルタのス リット･アイル社会に伝わ り,その

また逆 もしか りであるといわれるほどに,村

と村外に住む SAS社会 との情報網は密であ

る｡ そ して,何世代にもわたる同村内姫の慣

習は,こうした情報網をさらに密度の濃いも

のとしている｡ ある意味でこの情報網の存在

こそが,SASの結束力を もた らし,SASと村

との関係を強化 し,SASの人 々を して村の

親戚に対する送金へ と駆 り立てる源なのか も

しれない｡

ジャカルタのス リット･アイル社会におい

ては, この10年 ほどの間 に, ｢ミナ ン僑｣

(Minangkiauw)の増加や他村出身者,他種

族出身者 との結婚の漸増 といった,社会的変

化の兆 しがみ られる｡21)ジャカルタ に住 むス

20)これらの結婚は,一時帰郷の男子と村娘の問の
結婚にほぼ限定される｡都会に住む娘が,一時
帰郷をして田舎の青年と結婚するケ一一スはまず

ない｡従って,村外にいる女性にとって,同村
内婚の可能性は仲間の男性よりも低く,逆に他
村出身者,他種族出身者との結婚の可能性がふ
える｡

21)ミナン億とは,華僑 (Hoakiauw)をもじった
言葉で,移住地に根をおろした人々,そして移

住地生まれの ｢2世 ･3世｣のミナンカバウを
指す｡ここに述べた変化の動向とその社会的影

リット･アイルの人 々にとって,村ははるか

かなたに遠い｡ 多様性そのものの都市ジャカ

ルタには,同郷仲間以外にも,己の準拠集団

とな りうる多 くの対象が存在する｡それは職

業仲間,学校仲間,あるいは近所仲間である

か もしれない｡ しか しなが ら SAS会員の多

くにとって,郷里の村を抜 きに して,ジャカ

ルタにおける自己の存在を考えることは不可

能であろう｡何年,何十年 ジャカルタに滞在

しようと,彼 らはジャカルタ人,インドネシ

ア人であるよりも,まずス リット･アイル人

であり, ミナンカバウ人なのである｡

従来の都市研究は,地方か ら都市への人 口

移動を,都市と農村 との対比のもとに把捉 し

ようとする傾向にある｡ 農 村 と比 較 した場

令,都市は,その物理的琵境,経済構造にお

いて異なるだけでな く,人 間 関係,生 活 様

式,そ してそこに住む人 々の思考様式,行動

様式においても異質であるとされる [Wirth

1938]｡従 って,農村か ら都市-の移 動 は,

単に住むところを変えるだけではな く,住む

｢世界｣を も変えることを意味 している｡ こ

のような枠組みのもとに都市移住民を考察す

る場合,われわれがまず問題 とするのは,彼

らの都市生活への個人的適 応 ･不 適 応 で あ
むらぴと

り,村人か ら都会人-の変革過程である｡ そ

して研究者の関心は,都市環境の内部で起 こ

る社会現象にのみ向けられる｡

こうした取組み方に対 して,｢都市の村人｣

(urbanvillagers)[Gans 1962]や ｢都市

の農 村 化｣ (ruralizationofcity) [Abu-

Lughod 1961:23]という概念が提出され,

移住民が都市に ｢む ら的社会空 間｣ (た とえ

ば同郷者同士かたまって住むこと)を形成す

る事象 も指摘 されたが,これ らの概念 も,移

住民を都市の脈絡の中でのみ考えていること

撃を探ることは,今後のミナンカバウ移住民研
究の重要な課題である｡
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に変 りはない｡

ジャカルタ在住ス リット･アイル人の事例

は,都市移住民を,都市という彼 らの直接的

な生活空間内に閉 じ込めたり,あるいは,｢村
人から都会人へ｣という変革過程の連続線上

にあてはめて考えようとする限り,彼 らの行

動様式,思考様式を十分に理解できるもので

はないことを示唆 している｡交通 ･通信手段

が発達 し,都市と村との交流がますます緊密

化 しつつある今 日,都市移住民の研究 も,よ

り多次元的,多局面的なものとならざるをえ

ないであろう｡

お わ り に

母系制という単系親族制度においては,双

系制とくらべると,一般に血縁にもとづ く集

団形成が容易である｡ ミナンカバウの村では

昔か らの同村内姫の慣習によ り,親族集団

の結束はさらに強固な もの とな っている｡

PRRI事件 という苦い共通体験は,同郷会の

組織化を促進する上で多大の影響があった｡

このようなことを考えると,ス リット･アイ

ルや ミナンカバウのケースは,都市の移住民

を考察するためには,あまりにも例外的な事

例であるのかもしれない｡

東南アジアの都 市化 は, ｢擬 似都 市化｣

(pseudourbanization)[McGee 1967:17],

あるいは ｢工業化なき都市化｣(urbanization

withoutindustrialization)といわ れ るよ う

に,工業化による就業機会の増大によって引

き起 こされたものではない｡ 確か に,｢ジ ャ

カルタに行けばなんとかなる｣と思わせるほ

どに,都市には数々の生計の道がある｡ しか
モク

しそれは,屑ひろい,行商,煙草ひろい,メ

イド,運転手, レス トランの給仕 といったい

わゆる雑業であり,職業斡旋所や新聞の求人

欄を頼 りに得 られる仕事でもなければ,雇用

規約の整っている仕事でもない｡村から都市
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へと出て くる人は,就業の保証 もな く,失業

･疾病に際 しても,社会保障制度のない ｢冷

たい都会｣環境の中で生活 しなければな らな

い｡ このような状況下で,仕事を探 し,ある

いは生活苦を凌 ぐ上で,もっとも頼 りとなる

ものは親族の繋 がりであり,出身村の繋 が

り,そ してより広 くは種族の繋がりにはかな

らない｡

インドネシアといわず東 南 ア ジアの国 々

は,多種族 ･多民族の国である｡そ してそこ

では,村や地方は特定の種族,民族,言語集

団,あるいは宗教 と深 く結びついている｡ ひ

るがえって,東南 アジアには,｢人種 のるつ

ぼ｣(racialmelting pot)といった,同化

(assimilation)を唱道する内在的なイデオロ

ギーもなければ,同化の目標 となるような｢国

民文化 (nationalculture)｣も存在 しない｡

東南アジアの都市に住む移住民は,自己の

種族的 ･民族的背景を携えて都市-出かけて

いく｡多種族 ･多民族国家という現実を,も

っとも直裁的に具現 しているのが都市,なか

んず く大都市である｡ ギアツは ｢インドネシ

アの都市ほど,『複合社会』(pluralsociety)

という言葉 が あて はま るケ ー スは な い｣

[Geertz 1967:34]といったが, これ はな

にもインドネシアに限 られたことではない｡

東南アジアの都市は,そこに住む人々の種族

意識,民族意識を醸成 しないではおかないよ

うな環境をつ くりあげている｡

ジャカルタ在住 ミナンカバウ社会にみる親

族間の互助活動,同郷全組織,そ して種族意

識の発露 (たとえば前述のスナヤン公会堂で

開かれるレバランの集い)も,上のような東

南アジア大都市の一般的性格と関連づけて評

価されなければな らない｡つまり,東南アジ

アの都市の特徴を考えた場合, ミナンカバウ

の事例は極端なケースであ るか も しれ な い

が, しか し,決 して例外的なケースではない

のである｡事実ジャカルタのみについていえ
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ば,他 の種族,他 の地域出身者の問に も,た

とえ程度の差 はあれ, ミナ ンカバ ウと同 じよ

うな互助活動の存在や,時には同郷会の存在

が知 られている｡22)

ミナンカバ ウの事例を通 して,私が東南 ア

ジアの都市研究に関 して指摘 したいことは,

従来都市における親族結合,同郷結合,ある

いは種族意識 といった問題が,十分学問的な

関心を呼ばなか った ことであり,また都市 と

農村の研究が,しば しば相互無関心 ･相互無

干渉の状態で行われたため,都市 と農村 との

有機的関係の解明がなされなか ったことであ

るQいずれの場合において も,｢都 市 の移 住

民｣ は,研究上戦略的に重要な位置を占める

調査対象だといえる｡

｢都市の移住民｣の研究 は,単に人類学や

社会学的研究関心を満たすためだけの もので

はな く,都市か ら農村への富の再分配や,多

種族 ･多民族国家の国民国家 (nationstate)

的統合の将来を考える上で も,示唆的であろ

う｡ある意味で都市移住民 は,中央政府が達

成す る以上の富を都市か ら農村に還元 してお

り,また都市移住民を媒介 と した都市 と農村

問の有機的繋が りは,｢貧 しき農 村｣ と ｢套

移文化｣の飾 り窓である大都市 との,政治的

･心理的反 目を軽減ない し隠蔽す る機能を も

果た している｡ 政治面か らいえば,権力の中

心である東南 アジア大都市に住む移住民 は,

多種族 ･多民族国家にとって実験的 ともいえ

る状況の最前線 (種族的に多様性 その ものの

都市)に生活 してお り,彼 らの種族的 ･民族

的アイデ ンティティの変容 (あるいはその欠

如) を知 ることは, 国民 国家的統合 の心 理

的,文化的基盤を究明す る上で,大切な手が

か りを与えて くれるのではないだろうか｡

22)たとえば,Amali[1970],Bruner[1972;1974],
Hugo[1981],Jellinek[1977;1978二】,Lobar-
nebal[1973],Pandjaitan[1977],Roosmala-
watil1979],Sisl1970],Suparlanl1963]i
参照｡
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